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Vibrio parahaemolyticus 127株,Vibrio alginolyticus 30株 お よびNAG vibrio 30株 の抗 生

物質 感 受 性 を測 定 し,次 の よ うな 成績 を 得 た 。

1.Vibrio parahaemolyticusは,CP,TCに 感 受 性,SM,KM,ABPCお よびCEZに は 耐 性

を示 した。 患 者 由来 株 と環 境 由来 株 お よび神 奈 川 現 象 陽 性 株 と陰 性 株 の間 に,感 受 性 パ タ ー ンお よ

びMIC値 の差 は なか った 。 こ の 中か ら多 剤耐 性 株 が1株 得 られ た 。

2.Vibrio alginolyticusは,CP,TCに 感 受 性,SM,KM,ABPCお よびCEZに 耐 性 を 示 し,

Vibrio parahaemolyticusの 感 受 性 パ タ ー ン と よ く類 似 して い た 。

3.NAG vibrioの 大 部 分 の菌 株(76.6%)は,す べ て の薬 剤 に 程 度 差 は あ るが,感 受 性 で あ っ

た。 しか し7株(23.3%)の 異 な るパ タ ー ンの耐 性 菌 が 検 出 され た 。

Vibrio parahaemolyticus(V .parahaemolyticus)

は,感 染 型 の食 中毒 原 因 菌 の一 つ で あ り,わ が国 の細 菌

性食中毒 の約40～60%を 占 め る。V.parahaemolyticus

の薬 剤感受 性 に関 す る研 究 は 少 な く,特 に 近 年 の デー タ

はほ とん どな い。

今 回,著 者 らは 患 者 由 来 お よび 環 境 由 来 のV.para-

haemolyticusに つ い て種 々の抗 生 物 質 に 対 す る 感 受 性

を測定 した。 また,同 じ ビ ブ リオ 属 で あ り,一 般 に 非 病

原性 であ る魚介 類 か ら検 出 さ れ たVibrio alginolyticus

(V.alginolyticus)お よ び,近 年 コ レ ラ菌 と性 状 の よ く

類似 してい る と して注 目さ れ て い るNAG vibrioの 抗

生物質感受 性 もあ わせ て測 定 し,こ れ ら の菌 種 の薬 剤耐

性につい て比 較検 討 した の で報 告 す る。

I.　 材 料 お よ び 方 法

1.使 用菌 株

1980～1981年 に 東京 都 立衛 生 研 究所 に お い て 分 離 さ

れたV.parahaemolyticus 127株 の うち,患 者 由 来 株 は

63株,環 境 由来 株 は64株 で あ る。 な お患 者 由 来株 に タ

イ国患者 由来 株 を19株 含 む。V.alginolyticus 30株 は

すべて1981年 に輸 入 ロ ブス タ ー(21か 国)よ り分 離 し

た菌株 であ る。 ま たNAG vibrio 30株 は ,1977～1979

年に分離 した菌 株 で あ り,そ の うち20株 は患 者 由来,

10株 は環 境 由来 で あ る。

2使 用培 地

菌の増 殖 な らび にMICの 測 定 に はMueller Hinton

broth(DIFCO) ,Mueller Hinton agar(DIFCO)を

用いた。

また神奈川現象の検査培地 には,神 奈川現象検 査培地

(我妻培地,栄 研化学)を 用 いた。

3.使 用薬剤

Chloramphenicol(CP),Tetracycline(TC),Stre-

ptomycin(SM),Kanamycin(KM),Ampicillin(AB

PC),Cefazolin(CEZ)の6種 を使用 した。

4.MICの 測定法

MICの 測 定 は,日 本化学療法学会標準法に準 じて寒

天希釈 法にて行 なった。

5.神 奈川現象検査法

ウサ ギの血液を生理食塩液にて3回 洗浄後,我 妻培地

に10%の 割合 で混ぜて平板を作製 した。新 鮮培養菌 液

を1白 金耳量接種 し,24時 間 以内に判定を行な った。

なお今回 の神奈川現象 の検査成績の一部に,都 立衛生研

究所で の成績を含む。

II.　 実 験 結 果

1.V.parahaemolyticus 127株 の抗生物 質感受性

6種 の抗生物質 に 対 す るV.parahaemolyticus 127

株 のMIC値 の分布をFig.1に,ま たその累積百分率を

Fig.2に 示 した。図か ら明 らか な よ う にV.parahae-

molyticusは,CPとTCに 対 して感受性を示 し,SM,

KM,ABPCお よ びCEZに は耐性 で あ った。V.para-

haemolyticusの 神奈川現象について,患 者 由来株お よ

び環境 由来株 とを比較 した ところ,Table 1に 示す よ う

な結果が得 られ た。 なお神奈川 現象陽性株 と陰性株,お

よび環境 由来株 と患者 由来株 との間で抗 生物質 に対する

感受性 に差異 はまった く認 め られ なか った。 また,分 離
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Table 1 Hemolytic activity of Vibrio parahaemoly-

ticus on the Wagatsuma agar

年 次 に よ る差 も認 め られ な か った。 な お患 者 由来 株 の う

ち の タイ 国 由 来 株 にCP,TCに 耐 性,SM,KMに も高 い

MIC値 を示 す 多剤 耐 性 株 が1株 認 め られ た 。

2.V.alginolyticus 30株 の 抗 生 物 質 感 受 性

6種 の 抗 生物 質 に 対 す るV.alginolyticus 30株 の

MIC値 の分 布 をFig.1お よび そ の 累 積 百 分 率 をFig.2

に示 した。CPとTCに 対 して は 感受 性 でSM,KM,

ABPCお よびCEZに は 耐性 で あ り,V.parahaemoly-

ticusと 非 常 に よ く似 たMIC分 布 を示 し た 。V.algi-

nolyticus 30株 中 に耐 性菌 は認 め られ なか った 。 な お ロ

ブ ス タ ーの輸 入 国別 に よる感 受 性 パ タ ー ンの差 は ,各 国

当 りの 分 離株 数 が1～2株 と少 な く比 較 し難 いが,全 菌

株 と もほ ぼ 同様 の パ タ ー ンを示 した 。

3.NAG vibrio 30株 の 抗 生 物 質 感 受 性

6種 の 抗 生物 質 に対 す るNAG vibrio 30株 のMIC

値 の分 布 をFig.1に,お よび そ の 累 積 百 分 率 をFig.2に

示 した 。NAG vibrioはCPとTCに は0.78～1.56μg/

ml程 度 の感 受 性,SM,KM,ABPCお よびCEZで は

3.13～125μg/ml程 度 で あ り,V.parahaemolyticus

お よびV.alginolyticusに 比 べ る とか な り高 い感 受 性

を 示 した 。 またNAG vibrioに はTable 2に 示 す よ う

な パ タ ー ンの耐 性 菌 が7株 認 め られ,そ の分 離頻 度 は,

患 者 由来 株 で は20%,環 境 由来 株 で は30%,平 均23.3

%で あ った 。

III.　 考 察

1967年 斎 藤1)に よ る とV.parahaemolyticusの 抗 生物

質 感 受 性 は,CP,TC,Erythromycin,Nalidixic acid

に感 受 性,SM,KMな ど の ア ミノ配 糖 体 系 お よびPCG

やABPCな どの ペ ニ シ リンに も耐 性 で あ る と述 べ て い

る。 今 回 著 者 らの 成績 もほ ぼ 同 様 で あ りCP,TCに 感 受

性,SM,KMお よびABPC,CEZに は 耐 性 で あ った 。

す な わ ちV.parahaemolyticusの 薬 剤 感 受 性 は 約15年

間 経 過 後 も変 化 して お らず,そ の原 因 は 不 明 で あ るが ,

ビブ リオ に よる食 中毒 の治 療 に対 す る抗 生 物 質 が あ ま り

使 用 され て い な い こ と に も関 係 す る も の と思 わ れ る。

1978年SAM W.JOSEPH 2)らに よ る とV.parahaemoly-

Table 2 Resistance patterns of NAG vibrio

ticusは 患者 由来株,環 境 由来株 ともにCP,TCに 感

受性,GMに はやや感受性,ABPCに は耐性を示した。

またV.alginolyticusはCP,TCに 感受性,GMに は

やや感受性,ABPCに 対 しては環境 由来株が高い耐性で

あ った。 これ らの菌株は,マ カッサル,ジ ャカルタ,イ

ン ドネ シアな ど世 界各地 か らの ものであるが,今 回著者

らの得た成績 とほぼ一致 する。 またイン ドにおいても同

様 の報告3)がある。以上 のこ とか らV.parahaemolyticus

の薬剤感受性 は,世 界各地場所 を問わず共通であること

が 明らか となった。

V.parahaemolyticusの うち タイ国患者由来の1株 は

多剤耐性株であ ったが,こ れはRプ ラス ミドによるもの

であ る可能性の高い成績が現在得 られてお り,検 討中で

あ る。東南 アジア地域には コ レラやチフスなどの経口伝

染病が蔓延 してお り,そ の治療に多 くの抗生物質が使用

されてお り,食 中毒患 者への抗生物質投与が多い。この

ような抗生物質使用状況4)のため タイ国由来のV.para-

haemolyticusか ら耐性菌が分離 された ものと思われ,

そ の分離 頻 度(5.3%)か ら考 えると多剤耐性菌がかな

り高 い頻度 で分布 しているものと考え られ る。 ビブリオ

耐性菌株 の多 くは著者 らが分離 した耐性菌 のようにRプ

ラス ミ ドに支配 され ていると 思 わ れ,桑 原5),横 田6)ら

の報告に あるよ うに ビブ リオ間あ るいは腸内細菌間での

Rプ ラス ミ ド伝達は可能であ るので,こ れ らの菌種間に

今後 ます ます耐性菌が増加す る可能性も否定できない。

東南 アジア諸国では腸炎 ビブ リオ感染症は,風 土病的に

広が ってお り,こ れ らの地方への旅行者下痢症のかたち

で耐性腸 炎 ビブ リオがわが国へ持ち込 まれる 恐 れ もあ

る。

NAG vibrioはCP,TCに 感受性であ り,ま たSM,

KM,ABPC,CEZに 対 し,V.parahaemolyticus,V.

alginolyticusに 比べて感受性であ った。 こうしたNAG

vibrioの 薬剤感受性はV.choleraeの 薬剤感受性7,8)と

非常 によ く類似 している。

またNAG vibrioの 中か ら高い頻 度 で種 々のパター

ンの耐性菌が検 出された とい うことは、注目すべきこと

であ り,現 在NAG vibrioの 病 原 性が問題 となってい

るお り,今 後 さらに検討 を続 けてゆきたい。 またNAG
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vibrio耐性株の分離頻度は,著 者 らの成績 では環 境由来

株より患者由来株 の方が高 かった が,さ らに多数の菌 株

を用いて普遍性のあるものであるか否か を検討 し,そ の

原因の解明にも努力 した い。
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SUSCEPTIBILITY OF VIBRIO PARAHAEMOLYTICUS, VIBRIO

ALGINOLYTICUS AND NAG VIBRIO TO VARIOUS ANTIBIOTICS

TAKETOSHI ARAI, HAJIME HAMASHIMA and HIROKO HASEGAWA

Showa College of Pharmaceutical Science Department of Microbiology

The investigation of susceptibility of Vibrio parahaemolyticus, Vibrio alginolyticus and NAG vibrio

toovarious antibiotics were performed. One hundred and twenty-seven strains of V. parahaemolyticus

thatoinclude 64 strains of clinical and 63 strains of environmental isolates were susceptible to chlora-

mphenicol (CP) and tetracycline (TC), but resistant to ampicillin (ABPC), cefazolin (CEZ) and stre-

ptomycin(SM). The susceptibility distribution in the environmental isolates were nearly similar to that

of the clinical isolates. Any different pattern were not found between the Kanagawa- positive strains

and the negative strains. A strain of V. parahaemolyticus isolated from a patient in Thailand showed

high resistance to CP, TC, ABPC, CEZ and SM. The susceptibility distribution of 30 strains of V. algi-

nolyticus that isolated from lobsters, were similar to V. parahaemolyticus. We measured the suscep-

tibility of 30 strains of NAG vibrio isolated from patients and environments. The most strains (76.6

%) of NAG vibrio showed a little value of minimum inhibitory concentration, especially toƒÀ- lactam

antibiotics, but 23.3% strains showed resistance to the tested antibiotics.


